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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第１区分
【発行日】令和2年3月19日(2020.3.19)

【公表番号】特表2018-533166(P2018-533166A)
【公表日】平成30年11月8日(2018.11.8)
【年通号数】公開・登録公報2018-043
【出願番号】特願2018-512160(P2018-512160)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｍ   4/525    (2010.01)
   Ｈ０１Ｍ   4/505    (2010.01)
   Ｃ０１Ｇ  53/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｍ    4/525    　　　　
   Ｈ０１Ｍ    4/505    　　　　
   Ｃ０１Ｇ   53/00     　　　Ａ

【誤訳訂正書】
【提出日】令和2年2月4日(2020.2.4)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　リチウムイオンバッテリーにおける正極活物質として使用できるリチウム遷移金属系酸
化物粉末を製造するための結晶性前駆体化合物であって、一般式Ｌｉ１－ａ（（Ｎｉｚ（
Ｎｉ１／２Ｍｎ１／２）ｙＭ’ｘ）１－ｋＡｋ）１＋ａＯ２を有し、ｘ＋ｙ＋ｚ＝１であ
り、０＜ｘ≦０．２であり、０．５５＜ｚ≦０．９０であり、Ｍ’はＣｏ及びＡｌのうち
の１つ又は両方であり、Ａはドーパントであり、０≦ｋ≦０．１であり、０．０５≦ａ≦
０．４０であり、積分強度比Ｉ００３／Ｉ１０４＜１を有し、Ｉ００３及びＩ１０４が、
前記結晶性前駆体化合物のＸＲＤパターンのブラッグピーク（００３）及び（１０４）の
ピーク強度である、結晶性前駆体化合物。
【請求項２】
　組み合わされたブラッグピーク（１０２、００６）とブラッグピーク（１０１）との強
度の比Ｒを有し、Ｒ＝（（Ｉ１０２＋Ｉ００６）／Ｉ１０１）及び０．５＜Ｒ＜１．１６
である、請求項１に記載の結晶性前駆体化合物。
【請求項３】
　＜０．４重量％のＬｉ２ＣＯ３含有量を有する、請求項１に記載の結晶性前駆体化合物
。
【請求項４】
　０．５５＜ｚ≦０．７５及び０．１２≦ａ≦０．２５であり、ｎｍ単位の結晶子サイズ
Ｌを有し、２０≦Ｌ≦８０である、請求項１に記載の結晶性前駆体化合物。
【請求項５】
　Ｍ’がＣｏであり、ｋ＝０、０＜ｘ＜０．２、０．６０＜ｚ＜０．７５である、請求項
１に記載の結晶性前駆体化合物。
【請求項６】
　Ｍ’＝ＣｏｃＡｌｄであり、０．７５≦ｃ≦０．９５、ｃ＋ｄ＝１．００であり、ｙ＝
０、ｋ＝０、及び０＜ｘ＜０．２である、請求項１に記載の結晶性前駆体化合物。
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【請求項７】
　Ｌｉの３ａ八面体部位上のＮｉ原子の量が少なくとも４％である、請求項１に記載の結
晶性前駆体化合物。
【請求項８】
　一般式Ｌｉ１＋ａ’Ｍ１－ａ’Ｏ２を有し、Ｍ＝（Ｎｉｚ（Ｎｉ１／２Ｍｎ１／２）ｙ

Ｍ’ｘ）１－ｋＡｋであり、ｘ＋ｙ＋ｚ＝１であり、０＜ｘ≦０．２であり、０．５５＜
ｚ≦０．９０であり、Ｍ’はＣｏ及びＡｌのうちの１つ又は両方であり、Ａはドーパント
であり、０≦ｋ≦０．１であり、０．０１≦ａ’≦０．１０である、正極物質を調製する
ための方法であって、
　金属硫酸塩と塩基との共沈から調製される混合遷移金属源を用意する工程と、
　前記混合遷移金属源を、ＬｉＯＨ及びＬｉＯＨ／Ｈ２Ｏのいずれか１つと混合し、これ
により第１の混合物を得る工程であって、これにより、前記第１の混合物におけるＬｉ対
遷移金属の比が０．６０～０．９０である、混合する工程と、
　前記第１の混合物を、７５０～８５０℃の温度で、８～３６時間、酸化雰囲気中で焼結
し、これによりリチウム欠乏前駆体粉末を得る工程であって、前記リチウム欠乏前駆体粉
末が、一般式Ｌｉ１－ａ（（Ｎｉｚ（Ｎｉ１／２Ｍｎ１／２）ｙＭ’ｘ）１－ｋＡｋ）１

＋ａＯ２を有し、ｘ＋ｙ＋ｚ＝１であり、０＜ｘ≦０．２であり、０．５５＜ｚ≦０．９
０であり、Ｍ’はＣｏ及びＡｌのうちの１つ又は両方であり、Ａはドーパントであり、０
≦ｋ≦０．１であり、０．０５≦ａ≦０．４０である、焼結する工程と、
　前記リチウム欠乏前駆体粉末を、ＬｉＯＨ及びＬｉＯＨ・Ｈ２Ｏのうちのいずれか１つ
と混合し、これにより第２の混合物を得る工程と、
　前記第２の混合物を、７５０～９５０℃の温度で、６～３６時間、ＣＯ２フリーの酸化
雰囲気中で焼結する工程と、を含む方法。
【請求項９】
　前記第１の混合物におけるＬｉ対遷移金属の比が、０．７５～０．９０である、請求項
８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記リチウム欠乏前駆体粉末が請求項１に記載の結晶性前駆体化合物である、請求項８
に記載の方法。
【請求項１１】
　前記第１の混合物が乾燥空気中で焼結され、前記第２の混合物が酸素中で焼結される、
請求項８に記載の方法。
【請求項１２】
　前記第２の混合物が、７７５～８５０℃の温度で、８～１２時間の時間焼結される、請
求項８に記載の方法。
【請求項１３】
　リチウムイオンバッテリーにおける正極活物質として使用できるリチウム遷移金属系酸
化物粉末を製造するための結晶性化合物の使用であって、前記結晶性化合物が、一般式Ｌ
ｉ１－ａ（（Ｎｉｚ（Ｎｉ１／２Ｍｎ１／２）ｙＭ’ｘ）１－ｋＡｋ）１＋ａＯ２を有し
、ｘ＋ｙ＋ｚ＝１であり、０＜ｘ≦０．２であり、０．５５＜ｚ≦０．９０であり、Ｍ’
はＣｏ及びＡｌのうちの１つ又は両方であり、Ａはドーパントであり、０≦ｋ≦０．１で
あり、０．０５≦ａ≦０．４０であり、前記結晶性化合物が、積分強度比Ｉ００３／Ｉ１
０４＜１を有し、Ｉ００３及びＩ１０４が、前記結晶性化合物のＸＲＤパターンのブラッ
グピーク（００３）及び（１０４）のピーク強度である、使用。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１３】
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　第１の態様から鑑みると、本発明は、以下の製品実施形態を提供することができる：実
施形態１：リチウムイオンバッテリーにおける正極活物質として使用できるリチウム遷移
金属系酸化物粉末を製造するための結晶性前駆体化合物であって、前駆体が、一般式Ｌｉ

１－ａ（（Ｎｉｚ（Ｎｉ１／２Ｍｎ１／２）ｙＭ’ｘ）１－ｋＡｋ）１＋ａＯ２（式中、
ｘ＋ｙ＋ｚ＝１であり、０＜ｘ≦０．２であり、０．５５＜ｚ≦０．９０であり、Ｍ’は
Ｃｏ及びＡｌのうちの１つ又は両方であり、Ａはドーパントであり、０≦ｋ≦０．１であ
り、０．０５≦ａ≦０．４０である）を有し、前駆体が、積分強度比Ｉ００３／Ｉ１０４
＜１を有し、Ｉ００３及びＩ１０４が、結晶性前駆体化合物のＸＲＤパターンのブラッグ
ピーク（００３）及び（１０４）のピーク強度である、結晶性前駆体化合物。この前駆体
は、層状結晶構造（ｒ－３Ｍ）であってもよく、ＸＲＤによる基本的に単相であってもよ
い。これはまた、前駆体化合物におけるＬｉ対金属のモル比が≦０．９０である結果もた
らす。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３３】
　第４の態様から鑑みて、本発明は、本発明による結晶性前駆体粉末の、本発明の第３の
態様による正極物質を製造するための使用を提供することができる。例えば、実施形態は
、リチウムイオンバッテリーにおける正極活物質として使用できるリチウム遷移金属系酸
化物粉末を製造するための結晶性化合物の使用であって、結晶性化合物が、一般式Ｌｉ１

－ａ（（Ｎｉｚ（Ｎｉ１／２Ｍｎ１／２）ｙＭ’ｘ）１－ｋＡｋ）１＋ａＯ２（式中、ｘ
＋ｙ＋ｚ＝１であり、０＜ｘ≦０．２であり、０．５５＜ｚ≦０．９０であり、Ｍ’はＣ
ｏ及びＡｌのうちの１つ又は両方であり、Ａはドーパントであり、０≦ｋ≦０．１であり
、０．０５≦ａ≦０．４０である）を有し、化合物が、積分強度比Ｉ００３／Ｉ１０４＜
１を有し、Ｉ００３及びＩ１０４が、化合物のＸＲＤパターンのブラッグピーク（００３
）及び（１０４）のピーク強度である、使用を提供することができる。
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